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本
会
議
Q
＆
Ａ

本
会
議
Q
＆
Ａ

報
償
金
50
万
円
の

講
師
と
は

切
手
代
の
補
正

な
ぜ
こ
の
時
期
か

イ
ノ
シ
シ
用
檻
の
購
入

捕
獲
後
は

申
請
世
帯
の

　
　

98
％
支
給

子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金

本
会
議
Q
＆
Ａ

本
会
議
Q
＆
Ａ

Ｑ  

切
手
代
の
補
正
85
万
円
を

な
ぜ
こ
の
時
期
に
行
う
の
か
。

当
初
予
算
に
精
査
し
計
上
す
べ

き
で
は
。

Ａ  

郵
便
物
が
多
い
た
め
で
す

が
、
次
年
度
か
ら
は
執
行
状
況

を
十
分
勘
案
し
て
当
初
予
算
の

計
上
を
行
い
ま
す
。

Ｑ  

今
回
補
正
に
上
が
っ
た
講

師
謝
礼
50
万
円
は
ど
の
よ
う
な

方
を
予
定
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ  

来
年
度
か
ら
新
制
度
が
始

ま
る
こ
と
か
ら
、
保
育
士
の
資

質
向
上
を
目
的
に
、
研
修
を
行

い
ま
す
。
講
師
を
現
在
検
討
中

で
す
。

Ｑ  

イ
ノ
シ
シ
用
の
檻
購
入
は

差
し
迫
っ
て
必
要
な
の
で
す
か
。

ま
た
、
捕
獲
後
の
処
理
は
ど
う

し
ま
す
か
。

Ａ  

住
民
か
ら
の
要
望
が
あ
り

検
討
し
た
結
果
、
イ
ノ
シ
シ
用

檻
を
６
基
購
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
資
格
を
有
す
る
職

員
が
対
応
し
ま
す
が
、
捕
獲
後

は
猟
友
会
に
確
認
し
、
県
と
相

談
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

Ｑ  

子
育
て
臨
時
特
例
給
付
金

３
５
１
万
円
の
不
用
な
理
由
と

支
給
割
合
は
。

Ａ  

15
歳
以
下
の
全
人
口
を
計

上
し
て
い
た
た
め
不
用
が
生
じ

ま
し
た
。
給
付
金
は
、
対
象
世

帯
約
98
パ
ー
セ
ン
ト
の
世
帯
に

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
２
日
開
会
、
人
事
案
件
３
件
、

変
更
契
約
１
件
、
条
例
制
定
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、
補

正
予
算
３
件
が
提
案
さ
れ
す
べ
て
同
意
、
可
決
し
、
12
月
11
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
２
日
開
会
、
人
事
案
件
３
件
、

変
更
契
約
１
件
、
条
例
制
定
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、
補

正
予
算
３
件
が
提
案
さ
れ
す
べ
て
同
意
、
可
決
し
、
12
月
11
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

▲購入予定のイノシシ用檻

12
月

定
例
会

　

よ
り
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平
成
26
年
第
２
回
臨
時
会
は
11
月
26
日
に
開
会
し
、
衆
議
院
解

散
に
伴
う
選
挙
費
の
専
決
し
た
補
正
予
算
１
件
、
人
事
院
勧
告
等

の
実
施
に
伴
う
条
例
の
改
正
２
件
及
び
補
正
予
算
３
件
が
提
案
さ

れ
、
す
べ
て
承
認
、
可
決
し
、
同
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
第
２
回
臨
時
会
は
11
月
26
日
に
開
会
し
、
衆
議
院
解

散
に
伴
う
選
挙
費
の
専
決
し
た
補
正
予
算
１
件
、
人
事
院
勧
告
等

の
実
施
に
伴
う
条
例
の
改
正
２
件
及
び
補
正
予
算
３
件
が
提
案
さ

れ
、
す
べ
て
承
認
、
可
決
し
、
同
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

職員の給与に関する
条例の一部改正した主な内容

【月　例　給】

月平均１,０９０円（０.27％）増

自動車で通勤した場合（一部抜粋）

【期末手当等】

改正前 改正後

年　　間 ３.95月 ４.10月

【通 勤 手 当】

通　勤　距　離 改 正 前 改 正 後

２,０００円

４,２００円

７,１００円

１０,０００円

１２,９００円

５Km未満

５Km以上～10Km未満

10Km以上～15Km未満

15Km以上～20Km未満

20Km以上～25Km未満

２,０００円

４,１００円

６,５００円

８,９００円

１１,３００円

12月定例会

敬称略

委員名称／氏名 新規・再任
の　　別 任期

後藤　　亘
ご と う　　　わたる

再任 ４年

金森　昌弘
かなもり　  まさひろ

再任 ３年

西脇　晃宣
にしわき　  あきのぶ

栗田　ゆかり
くり た

再任 ４年

再任 ４年

朝日町いじめ問題対策連絡協議会及び
朝日町いじめ問題対策調査委員会条例って？
連絡協議会
　いじめはインターネット上や塾・校外スポーツクラ
ブなど学校の内外を問わず起きており、その解決には、
学校だけでなく。警察、児童相談所、法務局などの関
連機関及び心理や福祉などの専門家との連携・協力が
必要になってきています。
　このように関係機関や団体との連携をより強化する
ために設置する協議会です。
調査委員会
　学校で重大事態のいじめ事案が起きた際には、事実
関係を明らかにするための調査を行うための機関です。

制定された制定された

11
月

臨
時
会

　
よ
り

委員の任命に同意しました委員の任命に同意しました

◎固定資産評価審査委員会委員

◎教育委員会委員

◎監査委員
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子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金

臨
時
福
祉
給
付
金

町
長
の
行
政
報
告

町
長
の
行
政
報
告

▲役場庁舎の屋上

▲柿地内集積ボックス

▲継続利用する仮設校舎

　

来
年
４
月
に
町
長

選
挙
を
控
え
る
た
め
、

27
年
度
は
骨
格
予
算

と
し
て
予
算
編
成
を

行
い
ま
す
。
第
５
次

総
合
計
画
の
前
期
基

本
計
画
の
最
終
年
度

で
す
が
、
継
続
事
業

及
び
法
令
等
に
よ
り

実
施
が
必
要
な
事
業

を
除
き
、
政
策
的
判

断
を
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
は
、
補
正
予

算
で
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
３
ヶ
月
間
に

わ
た
り
申
請
受
付
を
行
い
、
10

月
１
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

給
付
終
了

532世帯
703人

（内加算対象者数439人） 

9,225,000円
（内加算額2,195,000円） 

1,109件
（内５件は要件不適合）

 
19,810,000円

申請件数

給 付 額

臨時福祉給付金 子育て世帯臨時特例給付金  

《給付結果》

住民基本台帳システム補助金
子育て支援事業費補助金
繰入金（学校教育施設整備基金繰入金）
繰越金
社会福祉協議会委託事業精算金

役場庁舎屋上防水工事
町税過誤及び修正更正還付金
介護保険特別会計繰出金
児童手当
ごみ置き場整備工事
農家台帳システム改修作業委託
小学校仮設校舎購入
小学校体育館関連備品購入
（折りたたみ椅子、演台、グランドピアノ、暗幕等）

479万円
　△644万円
943万円
2,789万円
325万円

176万円
500万円
350万円
403万円
81万円
171万円
518万円
1,010万円

歳入の主な内容

小学校体育館関連備品購入に1,010万円
4,762万円の追加4,762万円の追加

一般会計補正予
算

歳出の主な内容

町長選挙により  平成27年度は骨格予算
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手
狭
な
駐
輪
場
の
利
便
性
向
上
を

答 

駐
輪
エ
リ
ア
の
一
部
拡
大
、
雨
・

　 

雪
対
策
の
た
め
の
屋
根
整
備
を

　 

検
討
し
ま
す

駅
周
辺
の
駐
輪
場
の
現
状
と
拡
充
に
つ
い
て

栗田　康昭 議員

▲ＪＲ駅前駐輪場（東側）

▲近鉄駅前駐輪場

12月定例会では３人の議員が
一般質問を行いました

原稿は質問者が提出し、編集は
   広報特別委員会で行っています。
原稿は質問者が提出し、編集は
   広報特別委員会で行っています。

議
員　

利
用
者
増
に
よ
り
飽
和

状
態
に
あ
る
近
鉄
伊
勢
朝
日
駅

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
駐
輪
場
の
利

用
車
輛
の
動
向
と
放
置
車
輌
対

策
は
。

町
長　

毎
年
３
月
に
放
置
自
転

車
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
対
応
と
し
て
、
朝
日

町
放
置
自
転
車
防
止
条
例
に
基

づ
き
撤
去
処
分
を
行
っ
て
い
ま

す
。
道
路
に
は
み
出
し
て
い
る

場
合
は
、
随
時
整
理
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
に
お
い

町
長　

こ
の
箇
所
は
間
口
が
狭

い
こ
と
か
ら
道
路
上
に
駐
輪
車

輛
が
は
み
出
す
恐
れ
が
あ
り
、

町
の
玄
関
口
と
し
て
景
観
上
好

ま
し
く
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
利
用
状
況
も
踏
ま
え
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
広
場
奥
の
一

部
拡
張
を
検
討
し
ま
す
。

議
員　

Ｊ
Ｒ
朝
日
駅
の
駐
輪
場

に
雨
・
雪
対
策
の
た
め
の
屋
根

整
備
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

町
長　

利
用
者
数
を
考
慮
し
検

討
し
ま
す
。

て
も
マ
ナ
ー
向
上
の
意
識
を
持

っ
て
い
た
だ
く
事
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

議
員　

町
道
２
ー
３
号
線
の
植

樹
帯
へ
新
規
駐
輪
場
を
整
備
で

き
ま
せ
ん
か
。
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認
知
症
早
期
発
見
の
取
り
組
み
は

保
健
事
業
の
取
り
組
み
強
化
を
求
め
て

答 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
等
を

 

　
開
催
し
て
い
ま
す

職員の健康管理と労働時間のあり方

健康診断の状況は
答 異常のあった職員は、産業医による健康相談を
　 実施しています

議
員　

健
康
診
断
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長　

診
断
の
結
果
、
異
常
が

あ
っ
た
職
員
や
時
間
外
労
働
が

多
い
職
員
に
つ
い
て
は
、
産
業

医
に
よ
る
健
康
相
談
を
年
間
８

回
行
い
、
精
密
検
査
や
治
療
が

必
要
な
職
員
に
は
医
療
機
関
へ

の
受
診
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

議
員　

24
年
度
と
25
年
度
に
お

い
て
時
間
外
労
働
が
月
45
時
間

以
上
、
80
時
間
以
上
、
１
０
０

時
間
以
上
の
そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務

実
態
が
あ
れ
ば
年
間
延
べ
人
数

を
、
な
け
れ
ば
月
最
高
時
間
と

年
間
延
べ
人
数
は
。

町
長　

平
成
24
年
度
の
月
45
時

間
以
上
の
延
べ
人
数
は
11
名
で

あ
り
、
月
最
高
時
間
数
は
60
時

間
で
し
た
。

　

平
成
25
年
度
は
、
月
45
時
間

以
上
の
延
べ
人
数
は
20
名
で
あ

り
、
月
最
高
時
間
数
は
63
時
間

で
し
た
。

　

両
年
度
と
も
月
80
時
間
以
上
、

１
０
０
時
間
以
上
の
時
間
外
労

働
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
員　

24
年
度
及
び
25
年
度
の

特
定
健
診
受
診
率
の
推
移
と
受

診
率
向
上
に
取
り
組
ま
れ
た
施

策
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長　

24
年
度
は
45
・
６
％
、

25
年
度
は
45
・
９
％
で
す
。

　

外
部
委
託
を
行
い
、
利
用
者

の
利
便
性
に
配
慮
し
、
受
診
し

や
す
い
環
境
に
す
る
と
と
も
に
、

保
険
証
更
新
の
際
に
は
、
特
定

健
診
啓
発
チ
ラ
シ
を
同
封
し
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
性
別
・
年
代
別
の

勧
奨
チ
ラ
シ
を
発
送
し
、
未
受

診
者
の
内
、
受
診
率
が
低
い
40

歳
代
と
そ
の
家
族
、
隔
年
受
診

者
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
訪
問

勧
奨
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

議
員　

認
知
症
早
期
発
見
の
取

り
組
み
は
。

町
長　

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に

よ
る
相
談
事
業
、
老
人
ク
ラ
ブ

・
介
護
予
防
事
業
で
の
早
期
発

見
へ
の
啓
発
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。　
　

　

な
お
今
後
は
、
高
齢
者
で
医

療
・
介
護
の
利
用
が
な
く
、
地

域
に
つ
な
が
り
が
少
な
い
方
を

訪
問
調
査
し
、
疑
い
の
あ
る
場

合
は
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
を
作
り
早
期
の
対
応
に
努

め
ま
す
。

野呂　徹 議員
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道
路
白
線
の
保
守
点
検
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か

道
路
白
線
の
保
守
点
検
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か

答 

道
路
に
つ
い
て

研修について

研修はどのように
していますか
答 職員研修基本方針に
　 基づいて行っています

議
員
　
現
在
ま
で
研
修
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長　

職
務
研
修
は
、
役
所
に

お
い
て
全
職
員
を
対
象
に
危
機

管
理
研
修
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
な
ど
の
新
し
い
事
業
に
つ
い

て
の
研
修
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

他
の
研
修
で
は
、
三
重
県
市
町

総
合
事
務
組
合
で
の
段
階
別
研

修
や
専
門
研
修
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
際
文
化
研
修

所
へ
の
派
遣
も
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
研
修
の
成
果
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。

町
長　

研
修
受
講
後
に
は
、
そ

の
都
度
上
司
が
、
復
命
書
を
提

出
さ
せ
確
認
し
て
い
ま
す
。
段

階
別
研
修
・
専
門
研
修
共
に
、

成
果
は
上
が
っ
て
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

議
員
　
町
民
か
ら
の
行
政
批
判

で
一
番
多
い
の
が
、
職
員
の
町

民
へ
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
。

ど
の
よ
う
な
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
か
。

町
長　

ま
ず
、
新
規
採
用
者
を

対
象
に
、
自
治
体
職
員
と
し
て

の
情
熱
、
使
命
感
、
改
革
の
意

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
研
修
へ
の
参
加
、
さ
ら

に
職
場
研
修
に
お
い
て
も
、
接

遇
や
電
話
応
対
等
の
研
修
を
行

っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
道
路
の
白
線
が
消
え
て

い
る
部
分
が
多
数
あ
り
ま
す
。

近
隣
市
町
と
比
較
す
る
と
朝
日

町
は
そ
の
度
合
い
が
激
し
い
よ

う
に
思
い
ま
す
が
、
保
守
点
検

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

町
長　

定
期
的
に
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
町
内
を
４

分
割
し
、
１
ヶ
月
に
１
回
の
定

期
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
分
割
さ
れ
た
区
域
ご
と

に
路
面
点
検
の
項
目
を
６
種
類

計
上
し
、
１
年
間
で
す
べ
て
の

項
目
を
点
検
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。

議
員
　
朝
日
町
の
道
路
は
、
区

画
線
が
側
溝
間
近
ま
で
迫
る
よ

う
に
引
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
数
あ
り
、
側
溝
の
蓋
の
上
を

自
動
車
や
自
転
車
な
ど
が
通
行

す
る
と
、
非
常
に
大
き
な
音
が

し
ま
す
。
側
溝
と
蓋
の
振
動
音

は
経
年
劣
化
に
よ
る
場
合
と
車

輛
の
通
行
に
よ
る
劣
化
の
も
の

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
対

策
は
。

町
長　

側
溝
蓋
の
騒
音
対
策
は

状
況
に
応
じ
て
適
宜
実
施
し
て

い
ま
す
。

宮本　秀治 議員

定
期
的
に
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す

定
期
的
に
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す



　

議
会
だ
よ
り
№
１
５
７
号
を

お
届
け
し
ま
す
。

　

12
月
に
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
わ
た
し
た
ち
議
会
議
員

は
４
月
で
任
期
が
終
わ
り
、
統

一
地
方
選
挙
が
４
月
に
行
わ
れ

ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
発
行
ご
と
に
、

議
会
の
活
動
内
容
を
お
知
ら
せ

し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
役
立
て

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
声
が
紙

面
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、

議
会
と
住
民
と
の
双
方
向
の
交

流
が
で
き
、
議
会
が
身
近
な
関

係
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
１
月
で
住
民
投
票
に
よ

り
単
独
町
政
を
決
定
し
て
か
ら

11
年
が
経
過
し
ま
す
。
よ
り
よ

い
町
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、

今
後
と
も
力
を
尽
く
し
て
参
り

ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

野
呂　

徹
（
記
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
野
呂
　
徹

　
　
　
副
委
員
長
　
星
野
嘉
寛

　
　
　
委
　
　
員
　
水
谷
保
之

　
　
　
委
　
　
員
　
水
谷
和
好

　
　
　
委
　
　
員
　
飯
田
德
昭

北勢５町議会議員研修会
　朝日町、川越町、菰野町、東員町、木曽岬町の議
会により平成26年５月に組織された北勢５町議会議
長会の最初の事業として、全議員を対象とした研修
会が11月５日に開催されました。
　講師に千葉科学大学教授・政治ジャーナリストの
小枝義人氏を迎え、「政局展望～安倍内閣の課題と
今後の政局展望～」をテーマに講演を聞きました。

議員研修レポート議員研修レポート議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
平成27年　第１回定例会の予定
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３月３日

３月５日

３月６日

３月11日

３月13日

３月16日

３月19日

火

木

金

水

金

月

木

本会議

委員会

委員会

本会議

委員会

委員会

本会議

行政報告・提案説明・質疑

総務財政教育常任委員会

民生産業建設常任委員会

一般質問・行政報告に対する質問

予算特別委員会

予算特別委員会

委員長報告・質疑・討論・採決

月　日 曜日 開会時間 区 分 適　　　　　　要
９：00

９：00

９：00

９：00

９：00

９：00

９：00

総務大臣表彰　　飯田德昭議長
　去る10月３日、地方議会議長として通算12年以上在職し、
地方自治の発展功労により飯田德昭議長が総務大臣表彰を受
けられ、11月臨時会において伝達が行われました。

表 彰

本会議は30名、委員会は10名
まで傍聴できます。
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